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諸富先生のご報告

• 競争によるメリット獲得の試みに対する、

• 現実に発電・小売市場で存在する不完全競争：寡占市場という市場構造

• 垂直統合という既存事業者の組織構造

• に起因する（潜在的な）市場支配力の問題は、日本だけではなく欧米にも共通。

• 本報告では、主にイギリスの規制機関の取り組みから、日本への示唆を得ようと

いうアプローチ。



• 自社供給

（発電と販売の垂
直統合）

• 相対契約

• 市場取引

• 自社供給の比率
が高く、市場の
流動性は低かっ
た

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/kihon_seisaku/denryoku_system/seido_sekkei/pdf/03_04_02.pdf



補足：発電と販売の垂直統合の分離について

『・日本の電力会社の法的分離

・送配電会社を各電力会社の持株会社から
分離し、東日本(50Hzエリア)・西日本
(60Hzエリア)ごとに合併・統合し、送配電
会社を各電力会社から完全に独立させるべ
きであろう』

• これらは発販ー送配電の分離

• 発販分離は、発電と販売の垂直統合を分離
すること

従来の電力会社の
垂直統合の構造

発電
｜

送電
｜

配電
｜

小売（販売）



参考：発販分離の効果に関する経済学の
エビデンス

• Duso, T., Szücs, F., Böckers, V., 2020. 

• Abuse ofdominance and antitrust enforcement in the German electricity market. Energy Econ. 92, 

104936. https://doi.org/10.1016/j. eneco.2020.104936

• E.ONの５GWの発電所の売却により、前日スポット市場のピーク時とオフピーク時の値差が縮小（市場

支配力を行使できなくなった可能性）

・James B. Bushnell, Erin T. Mansur and Celeste Saravia. 2008 (American Economic Review)

・Vertical Arrangements, Market Structure, and Competition: An Analysis of Restructured US Electricity 

Markets

・(アメリカで)発販分離すると、かえって発電事業者は市場支配力を行使し、市場価格は上がっただろう

https://doi.org/10.1016/j.%20eneco.2020.104936


２つの質問

•市場の流動性が高まれば、（“売り切れ”が発生しなくなる

ので）2021年1月のような需給ひっ迫は起きなくなる？

•イギリスの規制面での取り組みから学べることは？

S＆Pのようなアプローチは上手くいかないということ？



東先生のご報告

前日スポット市場の取引の結果を場合分け：

• 連系線の混雑がなく、市場価格がエリア間で等しいコマ

• 連系線が混雑し、市場価格がエリア間で異なるコマ

（例：デンマークのエリア価格>ノルウェーのエリア価格）

• それぞれのタイミングにおける需給調整市場のエネルギー価格・取引

量がどうなっているかをプロットして分析。



以下2点質問

• ｐ８はいつの期間のデータか？（２０１９ー２０２１）

デンマークは風力の導入比率が多いにも関わらず、意外と高い印象。



• なぜ前日スポット市場とRegulating power market（需給調整市場）の関係が重要なのか？

私の理解：欧州での前日スポット市場は、market coupling＝間接オークションが導入済み。

したがって連系線の容量が無限なら、広域で価格は等しくなり、広域メリットオーダーが実

現する。

しかし前日スポット市場で市場分断＝連系線が混雑すると、連系線の容量以上は、エネル

ギーが安いエリアから高いエリアに輸出ができなくなるので、エリア間の市場価格に値差が

発生する。

では、前日スポット市場での結果が、どのように需給調整市場（の上げ調整力のエネルギー価

格）に影響を与えるのか。エリア内の高い調整力を使わざるを得ないからか？



•北欧＋デンマークの需給調整市場において、TSOに調達される調整力は、

いつ・どのくらいの頻度で開催されているのか？

•言い換えると、北欧の需給調整市場のスケジュールはどうなっている？

•前日スポット市場の約定結果が出てからか？


